
学校だより 

  

～未来を拓く 力強い人～ 

    ・自ら学ぶ人 
   ・心豊かな人 
   ・たくましい人 

〝出迎え三歩、見送り七歩〟  

  人をお出迎えするときは三歩前に出て歓

迎し、お別れするときは七歩外に出て名残惜

しみながら背中が⾒えなくなるまでお⾒送

りをする。 

 ３年生と修学旅⾏に⾏ってきました。旅⾏

中に「出迎え三歩、⾒送り七歩」に触れるこ

とができました。一つは利⽤したホテルで

す。リゾートホテルでは珍しいことではあり

ませんが、バスが着いたらサッと現れ、どん

な場面でも気持ちよく挨拶いただき、丁寧に

⾒送りをしてくれました。また来たいなぁ〜

と思わされました。⼆つ目は知床五湖を案内

してくれたガイドさん⼆人です。明るく丁寧

な案内でとても楽しく散策することができ

ましたが、お別れのときにはバスが⾒えなく

なるまで路上で手を振ってくれていました。

もう⼆度とお会いすることはないのかなぁ

〜と少し寂しくなりました。 

 ホテルの方々からは仕事に対する誇りや

お客様への感謝の気持ちが、ガイドさんたち

からは知床への愛情と来て 

くれた人たちへの感謝の気 

持ちが感じられました。ど 

ちらからも「また来て下さ 

いね︕」という気持ちが伝 

わってきました。 
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『旅は道連れ世は情け！』 
～旅行行事が無事に終わりました～ 
             校長 齋藤 直幸 
 

 

 

 

 

 

３年生(10/10~12) 阿寒・釧路・知床・網走 

２年生(10/13~14) 登別 

１年生(10/13~14) 小樽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 赤井川中学校 教育目標 

緊急事態宣言が解除され、北海道では１０月

１５日から「新しい旅のスタイル」が再開されま

した。道内の観光地では、少しずつ賑わいが戻っ

てきているようです。その直前、本校では各学年

の旅行行事が実施されました。 

 

 

 

 

感染症の影響で実施時期や方面が変更されま

したが、各学年とも良い準備をして良い旅行に

することができたようで嬉しく思います。 

～ 旅は道連れ世は情け ～ 

 「旅は同行者がいると心強く楽しいものになる。

人生という旅もお互いに思いやりを持って仲良く

やっていけば心強く楽しいものになる。」 

 旅は、どこに行ったかというのも重要ですが、

誰と行ったかというのもとても大切だと思いま

す。特に学校の旅行では、友達と仲良く活動でき

たかどうかで旅の楽しさが決まってきます。その

うえで、旅先の文化や食、人とのふれ合いなどが

旅の価値を高めます。 

 今回の旅行では、良い友達関係をベースにして、

良い体験や良い出会いがたくさんできたようで

す。そして、赤井川村を離れた非日常の中で生活

を共にすることで、友達の新たな一面も発見でき

たことでしょう。 

 旅行を通して深まった絆で、これからの学校生

活も「世は情け」で豊かにしていきましょう！ 
 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

                     １０月６日(水)に表彰式が行われ、６名が「スポーツ奨励賞」 

                      を受賞しました。 

 

 

 

     

 

 

 

 

       

 

 

   
 １年生のステージ発表は“オタク” 
 に目覚めた「シンデレラ」のスト 
 ーリー。中学校初めての文化祭で 
 したが、見事に演じました。 

 

２年生は「ギャルや姫」。個性の強 
いキャラたちになりきって、映像を 
交えながらコミカルに演じました。 

開閉祭式は「サザエさん一家」が 
「おむすびころりん」の世界へ。 
幕間にも登場し文化祭を盛り上げ 
ました。 

３年生は、新型コロナと戦うのび太と 
その仲間たちの物語。笑いあり、感動 
ありのストーリー展開と演技、演出への
こだわりは、まさに映画の世界でした。 

フィナーレは毎年恒例のヨ
サコイ。力の限りに、直向き
に踊る姿は、大きな感動を与
えました。 

 今年も、生徒、教職員が一丸となり、感動的な文化祭とな
りました。文化祭後の生徒たちの清々しい表情も印象的でし
た。来年もきっといい文化祭になることでしょう。 
 また、保護者、PTA 役員の皆様には、来場者制限へのご理
解、受付業務へのご協力をいただきました。誠にありがとう
ございました。 

 

 １０月２日（土）、「第 30 回赤井川中学校文化祭」が 

行われました。夏休み前から計画を始め、新しい生活様式を意識して準備をしてきました。 

   

 

生徒会企画では、１年生の手品
と２年生女子全員によるキレ
の良いダンスと歌の披露があ
りました。。会場全体を盛り上
げました。 

中学１年 村長賞 栗谷  絆 「車間距離 そんなに詰めたら 密ですよ」 

     局長賞 本間 香音  「その笑顔 明日につなげる 心がけ」 

      安協賞 中村 もも 「大丈夫 少しの油断が 命取り」 

中学２年 村長賞 木田 虹歌 「いつの日も 事故に気をつけ 登下校」 

      局長賞 小畑 花央 「スマートフォン 操作するのは 今じゃない」 

     安協賞  矢野 花恋 「黄色でも しっかりとまって 事故防止」 

中学３年 村長賞 小山 栞和 「一瞬で みんなの明日が うばわれる」 

     局長賞 横井 美花 「不注意で 命をうばって いいものか」 

     安協賞 森  心音 「よく見てね 気づけばそこに 子どもたち」 

◎中学生の部 

「優秀賞」を、 

〇〇〇〇さん 

(3 年)が受賞し 

ました。交通安 

全のぼりが作成 

され、学校玄関 

内に掲示されて 

います。 

１年 小林 陽真 クロカン 個人   ３年 小山  栞和  柔道  個人 

１年 栗谷   絆    卓球   個人   ３年  長谷川 岳流 陸上  個人 

２年 矢野 花恋    陸上   個人    ３年  森  心音 陸上  個人 
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            １日目は、小樽水族館を見学した 

後、小樽港内の遊覧船に乗船し、総合博物館を見学しました。 

２日目は、ガラスのコップに模様をつけるサンドブラストを 

体験。その後、グループ別に小樽市内自主研修を行いました。 

  

            １日目は、マリンパークニクスへ。 

イルカのトレーナー体験では、サインを出してイルカを動かしまし 

た。２日目は、地獄谷を散策した後、伊達時代村へ。江戸時代の生 

活について学び、忍者ショーや花魁ショーを楽しみました。 

  

             赤中では、初めての道東方面への修学旅行。行きはバスで道東へ。 

阿寒湖の遊覧船やカヌー体験、知床五湖の散策では、北海道の大自然を肌 

で感じ、シカやエゾリス、オジロワシに、タンチョウヅルも見ることがで 

きました。最終日は、網走監獄を見学し、飛行機で帰路につきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会  長 〇〇〇〇 （２年） 

副会長 〇〇〇〇 （２年） ・ 〇〇〇〇（１年） 

１年学級委員長 〇〇〇〇   文化専門委員長 〇〇〇〇 

 副委員長 〇〇〇〇       副委員長 〇〇〇〇 

２年学級委員長 〇〇〇〇    環境専門委員長 〇〇〇〇 

    副委員長 〇〇〇〇        副委員長 〇〇〇〇 

３年学級委員長 〇〇〇〇    放送専門委員長 〇〇〇〇 

     副委員長 〇〇〇〇        副委員長 〇〇〇〇 

 

 

 

 

 延期になっていた各学年の旅行行事が、無事に終了 

しました。どの学年の生徒も、表情よく、和気藹々とし 

た雰囲気で帰着しました。 

 学校外での活動を通して、たくさんのことを学び、ク 

ラスの仲間との絆もさらに深まったことでしょう。充実 

した行事となったことが感じられました。 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 
 
  

 
・授業参観① １２：２５～１３：１５ 
・授業参観② １３：２５～１４：１５ 
・学級懇談会 １４：３０～各学年教室 
※全学年、５時間目の参観授業は 
 「総合的な学習の時間」発表会を 
 行います。 
※４時間目の授業教科は決定しだい 
 お知らせいたします。 

 

 10/８(金)本校の３年生が家庭科の授業として、赤井川へ

き地保育所を訪れ保育実習を行いました。保育体験を通して幼児との接し方について学ぶ機会となりまし

た。参加した生徒からは「小さい時にお世話になっていて、当時を思い出した」 

「保育士さんが本当に大切な存在だと実感した」といった感想が聞かれました。 

 保育所の皆様、この度は本校生徒を快く受け入れてくださり、ありがとうご 

ざいました。 
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1日防災学校水

木

金

土

日

月

英検IBA(1,2年)
フッ化物洗口

専門委員会

　

令和3年度          11月学校行事 予定表         赤井川中学校

バス運行表
曜

月

火

水

木

金

9

日

1

2

3

4

5

6

7

8

学校・PTA行事

全校集会
教育相談①
教育相談②
フッ化物洗口

小中連携公開授業(１年音楽)
フッ化物洗口
教育相談③
漢字検定

　

18
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20
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22
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文化の日

　

歯の健康教室
教育相談④

　

火

土

日

月

火

水

木

金

土

日

水

木

金

土

月

火

日

月

後志弁論大会(古平)
職員会議　フッ化物洗口

テスト３日前

テスト２日前

後期中間テスト

小中連携公開授業(都小)

中文連書道絵画工芸展
(～11/24倶知安)

　

テスト１日前
フッ化物洗口
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後期中間成績通知表配布
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6
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ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ部 

 ☆後志秋季バドミントン研修⼤会 
     (10/10・余市町総合体育館) 

男子ｼﾝｸﾞﾙｽ２回戦惜敗 ○○○○(１年) 

             ○○○○(１年) 

女子ｼﾝｸﾞﾙｽベスト８   ○○○○(２年) 

      ２回戦惜敗  ○○○○(１年) 

            ○○○○(１年) 

 

12/ 1(水) 参観日(２年) 

   2(木)  〃 (３年)      

    6(月) 三者面談(3 年)① 

   7(火)     〃    ② 

   8(水)    〃   ③  

    22(水) 学期末清掃 

   23(木) 2 学期始業式 

  24(金)冬季休業(～1/16 まで) 

 

                

    

 

 弁論⼤会と英語暗唱⼤会が開か 
れ、本校から代表生徒それぞれ１名 
が参加しました。 

☆北地区弁論大会  

       (10/19・余市東中学校) 

                第 ２ 位 

                 〇〇〇〇（３年） 
T               「家族について」 

        ※○○さんは、 

          11/11(木)に開催 

される後志弁論⼤会に北地区代表として 

参加します。 

☆後志中文連英語暗唱大会  

 (10/22・喜茂別中学校) 

                優 秀 賞 
                 ○○○〇（３年） 

                「A Mother’s  

                       Lullaby」

         

 

 

 

 




